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ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へお
寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

名水のまちとしての
誇り
選挙制度が変わりま
した
風疹から赤ちゃんを
守りましょう／子宮
頸がん予防ワクチン 
など
救急医療情報キット
を配布／高齢者支援
制度の利用を／熱中
症に注意しましょう
固定資産税を軽減
外国人住民の皆さん
へ など
阪谷地区での体験を
満喫しよう など
昭和ベストシネマ など

初夏の暑さに名水を
　最高気温が30度を超える
日も多くなってきた市内で
は、点在する湧水地などを
訪れる市民や観光客の姿が
増えています。冷たい水
で喉を潤したり、顔や手を
洗ったりと、涼の取り方は
さまざまです。

名
水
の
ま
ち
と
し
て
の
誇
り

　
大
野
を
象
徴
す
る
清
ら
か
な
湧
水
や
地
下
水
は
城
下
町
を
潤
し
、
豊
か
な
森
林
か
ら
生
ま
れ

る
源
流
は
九
頭
竜
川
と
な
り
、
県
内
多
く
の
地
域
に
貴
重
な
水
資
源
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
福

井
県
の
宝
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
私
た
ち
市
民
の
誇
り
で
あ
る
大
野
の
水
を
見
つ
め
直
し
、
将
来

の
ま
ち
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

～
豊
か
な
湧
水
と
美
し
い
源
流
を
未
来
へ
～

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

今月の国民の祝日

15日月　海の日

　　 国旗を掲げましょう
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大
野
の
歴
史
は
水
の
歴
史

　

今
か
ら
約
４
３
０
年
前
、
城
下

町
建
設
に
着
手
し
た
戦
国
武
将
金

森
長
近
公
は
、
豊
富
な
湧
水
を
活

用
し
、「
町
用
水
」と
い
わ
れ
る
用

排
水
路
を
整
備
し
て
、
城
下
町
の

骨
格
を
作
り
ま
し
た
。
戦
後
の
復

興
期
に
は
、
ま
ち
の
産
業
を
支
え

た
繊
維
工
業
や
農
業
の
か
ん
が
い

用
水
に
も
、
地
下
水
や
湧
水
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
々
の
生
活
と

ま
ち
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
地
下
水
で
す
が
、
高

度
経
済
成
長
期
に
は
、
井
戸
枯
れ

や
水
質
汚
染
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
昭

和
52
年
に
大
野
市
地
下
水
保
全
条

例
を
制
定
。
地
下
水
位
が
低
下
し

や
す
い
地
域
で
、
融
雪
の
た
め
の

地
下
水
利
用
を
禁
止
し
た
り
、
地

下
水
採
取
の
届
け
出
を
義
務
化
し

た
り
し
て
、
地
下
水
の
保
護
保
全

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

現
在
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

　

平
成
23
年
、
地
下
水
位
の
上
昇

や
水
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
を
目

的
に
、
越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再

生
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成

24
年
に
は
、
地
下
水
の
源
と
な
る

森
林
で
の
土
地
売
買
や
工
作
物
設

置
な
ど
に
届
け
出
を
義
務
付
け

た
、
大
野
市
森
・
水
保
全
条
例
も

制
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
こ
う
し
た
独
自
施
策

や
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て

行
っ
た
水
環
境
の
保
全
活
動
が
認

め
ら
れ
、
７
月
に
第
15
回
日
本
水

大
賞
の
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
、
水
に
関
す
る
環
境
整
備
や
文

化
活
動
な
ど
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
行
政
機
関
で
は
北
陸
初

の
栄
誉
で
す
。

国
内
外
か
ら
続
々
と
視
察

　

そ
し
て
今
、
本
市
の
地
下
水
保

全
へ
の
取
り
組
み
や
、
湧
水
文
化

の
再
生
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
の

整
備
を
進
め
る
全
国
の
自
治
体
な

ど
が
視
察
に
訪
れ
る
だ
け
で
な
く
、

海
外
か
ら
の
研
修
員
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
４
月
に
は
エ
チ
オ
ピ

ア
水
技
術
セ
ン
タ
ー
の
講
師
４
人

が
訪
れ
、
地
下
水
利
用
や
水
道
事

業
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

生
活
用
水
と
し
て
の
地
下
水
利

用
や
、
希
少
な
水
生
生
物
の
保
護

な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
地
域

は
、国
内
外
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
に
と
っ
て
、
本
市

が
独
自
の
施
策
で
培
っ
た
経
験

や
、
地
下
水
調
査
を
通
し
て
得
た

情
報
は
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
来
の
湧
水
復
活
は
ま
だ

　

し
か
し
、
本
市
の
地
下
水
を
取

り
巻
く
現
状
は
、
十
分
な
も
の
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
地
下
水
位
の
低

下
や
湧
水
地
の
減
少
な
ど
の
課
題

は
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
地
域
や
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
湧
水
地
の
保
全
活
動
や
水

の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
教
育

活
動
も
、
さ
ら
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
で
美
し
い
水
環
境
を
未
来

に
残
す
た
め
、
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
を
も
う
一
度
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
の
で
す
。

研修に訪れたエチオピアの技術者ら

本願清水イトヨの里
森　誠一　館長

名水の生きた証、市の魚イトヨの存在

有終西小学校でも繁殖に成功

　　　　　　　　イトヨは淡水型と遡
そ か

河型の２種類に分けられます。市内
に生息するのは、きれいな水質と水温20度以下の水域で一生を過ごす淡
水型で、全国でも珍しく、本市より北の数箇所にしかいません。
　今では、絶滅の危機にあったイトヨが元気に泳ぐ姿を見る機会も増えて
います。再整備された義景清水では、放流したイトヨの繁殖が確認され、「義
景イトヨ保存会」を作る地元住民による
湧水地の保全活動も実を結びました。

　浄化せずにそのまま飲める地下
水のある大野は、世界的にもごく
限られた地域の１つです。まちの人たちは大昔から、豪雪な
どの天災に悩まされてきましたが、その一方で水という余り
ある天恵を受けてきました。
　イトヨの衰退と復活は、市民が、かつて見過ごしてきた水
環境の悪化に気付き、美しい環境を取り戻すことに力を注い
できた歴史の象徴なのです。
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目
標
は
30
年
前
の
水
位

　

越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計

画
で
は
、
市
内
３
カ
所
の
観
測
井

の
水
位
を
昭
和
50
年
代
の
水
準
に

戻
し
、
地
下
水
の
水
質
に
つ
い
て

は
水
道
法
の
飲
料
水
の
基
準
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

地
下
水
位
低
下
の
原
因
の
一
つ

は
、
開
発
に
よ
っ
て
農
地
や
森
林

が
宅
地
や
道
路
と
な
り
、
地
表
の

水
が
浸
透
し
に
く
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
市
で
は
、
道
路
や
駐
車
場

な
ど
の
整
備
時
に
、
水
の
浸
透
に

配
慮
し
た
材
料
の
使
用
や
工
法
の

採
用
に
努
め
て
い
ま
す
。
耕
作
の

な
い
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
も
水
田

に
水
を
張
り
、
水
の
浸
透
効
果
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

大
野
盆
地
に
は
砂さ

礫れ
き

層
と
い
う

水
が
浸
透
し
や
す
い
地
層
が
広
が

り
、
水
と
と
も
に
汚
染
物
質
も
浸

透
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
適
正
な
農
薬
使
用
の
啓

発
や
公
共
下
水
道
の
整
備
な
ど
を

進
め
、
汚
染
物
質
の
浸
透
を
防
ぐ

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

建
設
整
備
課
湧
水
再
生
対
策
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
５
）

使
っ
た
水
を
適
切
に
処
理

　

九
頭
竜
川
の
上
流
に
位
置
す
る

本
市
は
、
下
流
の
市
や
町
の
環
境

に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
下

水
道
は
、
私
た
ち
が
使
用
し
た
後

の
、
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
処
理

し
て
自
然
に
戻
す
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
全
域
を
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
３
つ
の
処
理
方
式
に

分
け
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら

排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
な
ど
の

汚
水
が
適
切
に
処
理
さ
れ
る
よ

う
、
普
及
や
啓
発
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と

生
活
雑
排
水
を
ま
と
め
て
浄
化
し

側
溝
や
河
川
に
放
流
す
る
も
の
で

す
。
浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
維

持
す
る
た
め
、
設
置
し
て
い
る
家

庭
や
事
業
所
に
は
、
保
守
点
検
や

清
掃
、
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

上
下
水
道
課
下
水
道
普
及

　

経
営
係（
☎
65
・
７
６
７
０
）

ご
み
を
捨
て
な
い

　
　
　
　
捨
て
さ
せ
な
い

　

市
内
の
河
川
や
山
林
で
は
、
後

を
絶
た
な
い
ご
み
の
不
法
投
棄
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
県
の
関
係
機
関
や
警

察
、
勝
山
市
な
ど
で
組
織
す
る
奥

越
ブ
ロ
ッ
ク
廃
棄
物
不
法
処
理
防

止
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
な
ど
を
防
止
す
る

た
め
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
地
域
住
民
と
協
力
し
、
廃

棄
物
の
合
同
撤
去
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

九
頭
竜
川
・
北
川
水
系
河
川
水

質
汚
濁
防
止
連
絡
協
議
会
に
も
加

盟
し
、
河
川
の
水
質
測
定
や
事
業

所
の
排
出
水
調
査
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

問　

市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
５
）

豊
か
で
き
れ
い
な
水
を

　
　
守
り
伝
え
る
市
の
取
り
組
み

汚水は下水処理センターで適正に処理

-6.0
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-3

春日公園観測井の地下水位変化

-6.00

-5.00

-4.00

-3.00

-2.00

-1.00

0.00
春日公園観測井の地下水位変化

昭和54年 昭和57年 昭和60年 昭和63年 平成３年 平成６年 平成９年 平成12年 平成15年 平成18年 平成21年 平成24年

水
位（
ｍ
）

昭和52年 昭和57年 昭和62年 平成４年 平成９年 平成14年 平成19年 平成24年

各年の水位は、年間の平均値です。その年
の降水量なども影響します。１年の間にも、
季節によって水位は大きく変動しています。
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節
水
で
守
ろ
う

　

地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
家
庭

や
事
業
所
な
ど
で
、
水
位
の
低
下

を
防
ぐ
た
め
、
す
ぐ
に
取
り
組
め

る
簡
単
で
効
果
的
な
こ
と
が
節
水

で
す
。

　

１
人
の
人
間
が
生
活
す
る
た
め

に
は
、
１
日
に
約
３
０
０
㍑
の
水

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

般
の
家
庭
で
は
、
水
の
９
割
以
上

が
炊
事
・
洗
濯
・
風
呂
・
ト
イ
レ

と
い
っ
た
私
た
ち
の
日
常
生
活
で

費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
節
水
意
識
を
持
つ
こ
と
や
、
普

段
の
生
活
の
中
に
節
水
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
水
資
源
の
保
護
だ

け
で
な
く
、
電
気
代
な
ど
家
計
の

助
け
に
も
な
り
ま
す
。

市
民
に
よ
る
自
主
活
動

　

湧
水
地
や
河
川
の
美
化
に
努
め

る
こ
と
も
、
ま
ち
の
水
環
境
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
、
県
内
の
豊
か
な

水
環
境
保
全
の
一
部
を
担
っ
て
い

る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
ご
み
を

捨
て
な
い
だ
け
で
な
く
、
不
法
投

棄
を
見
逃
さ
な
い
姿
勢
や
、
清
掃

活
動
へ
の
参
加
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

御
清
水
を
は
じ
め
本
願
清
水
や

中
野
清
水
、
義
景
清
水
な
ど
の
湧

水
地
で
は
毎
年
、
地
元
の
市
民
団

体
や
事
業
所
な
ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
清
掃
や
雑
魚

駆
除
、
設
備
の
点
検
整
備
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
に
は
、市
民
団
体「
大

野
の
水
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

中
心
と
な
り
、
今
年
で
10
回
目
と

な
る
河
川
の
水
質
調
査
を
行
い
、

中
学
生
な
ど
を
含
め
た
市
民
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
日
本
河
川
協
会
の
河
川

功
労
者
表
彰
を
受
け
た
「
下
庄
を

よ
く
す
る
会
」
は
、
６
月
９
日
、

真
名
川
な
ど
を
巡
回
し
、
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

約
20
年
間
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

で
、
こ
の
日
も
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ほ
か
に
、
使
え
な

く
な
っ
た
毛
布
や
椅
子
な
ど
多
く

の
粗
大
ご
み
が
、
会
員
に
よ
っ
て

回
収
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

名
水
の
ま
ち
、
価
値
を
さ
ら
に

　
　
高
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

節水チェックシート

□	蛇口をこまめに閉める
□	風呂のお湯は入れすぎない
□	シャワーをこまめに止める
□	風呂の残り湯を洗濯などに使う
□	トイレの大小のレバーを使い分ける
□	トイレの水を何回も流さない
□	トイレのタンクに節水おもりなどを	
	 入れ、水の流れる量を減らす
□	食器や野菜は、洗い桶に水をためて	
	 洗う
□	食器の汚れは、紙や布で拭き取って	
	 から洗う
□	洗濯は、ある程度ためて、まとめ洗	
	 いする
□	歯磨きはコップを使う
□	顔を洗うときは洗面器を使う
□	植木の水やりに米のとぎ汁や風呂の	
	 残り湯を使う

下庄をよくする会による清掃活動

あなたの工夫が毎日積み重なって、大きな節約に。
みんなの節約が集まって、まちの地下水保護に。

　これらは誰でもできる基本的なことの一部で
す。他にも身の回りの節水方法を探してみま
しょう。

　あなたはいくつ取り組んでいますか。チェッ
クしてみましょう。

こんなに使われている生活水
台所で
　蛇口を大きくひねると、１分間に約12㍑の水が流
れます。食事の後片付けは、流し洗いでは１日に約
120㍑使いますが、付け置き洗いすれば約37㍑。80
㍑以上も節約できます。
風呂で
　シャワーの水は１分間に約12㍑流れます。こまめ
に止めて、１度の入浴で３分間止めれば、４人家族で
約144㍑節約できます。
トイレで
　１度レバーをひねるたびに、２㍑ペットボトル３本
から５本分の水が流されます。人間が１日に取る水分
は２㍑ほどといわれていますから、１回のトイレで３
日分以上の命の水が使われていることになります。
洗面所で
　水を流しっぱなしにすると、１分間に約６㍑使いま
す。４人家族の場合、コップを使って歯を磨き、洗面
器を使って顔を洗えば、１日に40㍑以上を節約でき
る計算になります。
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太陽光エネルギーで動く！
ソーラーカーを作ろう

目指せ！虫取りマスター

いらない物で工作教室
＆紙すき体験

月日　７月29日月
場所　市役所
対象　小学生
　　　（保護者も参加可）
定員　30人
申込期間　７月１日月～
　　　　　19日金

川の生きものを探そう！

越
前
お
お
の
環
境
塾
開
催

　

越
前
お
お
の
環
境
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
環
境
を
想
い

行
動
す
る
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
も
「
越

前
お
お
の
環
境
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。
各
小
学
校
や
図
書
館
、
各
公
民
館
、
市
民
生

活
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
各
事
業
と
も
に
先
着
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　

市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
５
）

月日　８月７日水
場所　文化会館
対象　小学３～６年生
　　　（保護者も参加可）
定員　20人
申込期間　７月１日月～
　　　　　31日水

月日　８月22日木
場所　南六呂師　ハックル
　　　ベリーの森
対象　小学３～６年生
　　　（保護者も参加可）
定員　20人
申込期間　８月１日木～
　　　　　15日木

月日　８月25日日
場所　赤根川
対象　小学生（１～３年生
　　　は保護者同伴）
定員　30人
申込期間　８月１日木～
　　　　　15日木

ふれあいホタル号運行
ＪＲ越美北線で「幻想的なホタルの天の川」へ

九頭竜ダム等見学ツアー
平成大野屋支店主とダムや発電所を探検しよう

　平成大野屋番頭会は、全国各地の大野姓の支店主
と交流したり、地元で開催される各種行事に参加し
たりして、まちづくりに楽しく、積極的に取り組ん
でいます。全国の大野さんと交流しながら、九頭竜
ダムと長野発電所を楽しく見学しませんか。
日時　７月28日日午前９時出発〜午後１時帰着予定
　（大雨により中止の場合あり）
発着場所　市役所
対象　市民
定員　30人（先着）
参加料　500円（保険代込み。当日集金）
申込方法　電話かファクス、電子メールで氏名、住所、
　年齢、性別、電話番号を連絡する
締切　７月12日金
問　行政戦略課ブランド推進室
　（☎66・1111内線433　FAX65・8371）
　電子メール　brand@city.fukui-ono.lg.jp

イトヨの里 25 企画展

期間　７月12日金〜９月１日日（月は休館）
時間　午前９時〜午後５時　　場所　本願清水イトヨの里
内容　市内在住のアマチュア作家中村一さんの水彩画展
　※７月13日土午前10時よりギャラリートークを開催
入場料　無料（常設展示は通常料金）
問　本願清水イトヨの里（☎65・5104）

水彩で描くふるさとの山々 ～湧・水彩画展～

　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会では、
越美北線利用促進のため、下大納地区のホタルを鑑
賞する「ふれあいホタル号」を運行します。この機会
にホタルの絶景鑑賞を楽しみませんか。
月日　７月６日土、７日日（雨天中止）
時間　午後５時48分越前大野駅出発〜６時17分越前
　下山駅着～フレアール和泉で休憩～８時下大納で
　ホタル鑑賞（越前下山駅からはバス移動。帰りは
　越前大野駅までバス送迎）
対象　市民
定員　各日30人（先着）
参加料　無料（行きのＪＲ乗車券は各自で負担）
申込方法　電話で申し込む
申込期間　７月１日月午前９時～５日金正午
その他　夕食は各自で用意するか、フレアール和泉
　のレストランを利用
問　市民生活課市民くらし係（☎66・1111内線292）
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国
政
選
挙
や
地
方
選
挙
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
禁
止
行
為
も
一
部
定
め
ら
れ

て
お
り
、
違
反
す
る
と
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
選
挙
運
動
が
解
禁
さ
れ
て
も
、

未
成
年
（
満
20
歳
未
満
）
の
人
は

選
挙
運
動
が
で
き
ま
せ
ん
。

有
権
者　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有

サ
ー
ビ
ス
、
動
画
中
継
サ
イ
ト

等
）
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

電
子
メ
ー
ル
（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ｐ
方
式

お
よ
び
電
話
番
号
方
式
）
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
は
、
引
き
続

き
禁
止
さ
れ
ま
す

候
補
者
・
政
党
等　

ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
が
可
能
に
な

り
ま
す

　
今
ま
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
、

成
年
被
後
見
人
の
人
も
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で
行

わ
れ
る
不
在
者
投
票
で
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
等
が
あ
ら
か
じ
め
選

任
し
た
外
部
立
会
人
を
立
ち
会
わ

せ
る
な
ど
し
て
、
不
在
者
投
票
の

公
正
な
実
施
に
努
め
る
よ
う
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
代
理
投
票
の
補
助
者
が
、
投
票

事
務
に
従
事
す
る
者
に
限
定
さ
れ

ま
し
た
。
代
理
投
票
と
は
、
心
身

の
故
障
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
選

挙
人
が
自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補

者
の
氏
名
等
を
記
載
で
き
な
い
場

合
に
、
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
、

補
助
者
が
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に

記
載
す
る
制
度
で
す
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
６
１
）

　

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp

○標語
応募資格　県内に在住する人
応募方法　１人１標語とする。応募用紙に標語と住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、性別、職業、電話番号を記入の上、選挙管
理委員会事務局に持参
締切　９月６日金
その他　優秀作品は表彰し、今後の啓発活動に活用する。応募
用紙は選挙管理委員会事務局か市ホームページで入手できる
○ポスター
応募資格　県内の小学生、中学生、高校生
応募方法　作品は画用紙で四つ切りか八つ切りとし、描画材料
は自由。裏右下に県名、学校名、学年、氏名（ふりがな）を
記入し、選挙管理委員会事務局に持参
締切　９月６日金
その他　優秀作品は表彰し、今後の啓発活動に活用する

明るい選挙啓発
標語・ポスター作品募集

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
回
復

　

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

選
挙
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

ネ
ッ
ト
選
挙
が
解
禁

不
在
者
投
票
を
よ
り
厳
正
に

代
理
投
票
も
見
直
し

　選挙は、私たち有権
者の声を国や自治体に
届け、政治の方向性を
自分たちで決める大切
な機会です。これから
の社会をよりよくする
ため、必ず投票しまし
ょう。
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主
な
症
状　

３
日
前
後
の
発
熱
と

発
疹（
小
さ
く
淡
い
ピ
ン
ク
色
）

が
見
ら
れ
、
顔
か
ら
は
じ
ま
っ

て
首
や
体
、
手
足
に
広
が
り
ま

す
。
ま
た
、
頭
や
耳
の
後
ろ
、

首
な
ど
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て

き
ま
す

潜
伏
期
間　

感
染
か
ら
２
～
３
週

間
（
平
均
16
日
～
18
日
）

感
染
経
路　

患
者
の
唾
液
の
し
ぶ

き
な
ど
に
よ
り
感
染
し
ま
す

　

妊
婦
は
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
疹
に
か

か
る
と
、
胎
児
が
風
疹
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
難
聴
、
心
疾
患
、
白

内
障
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
先
天
性
風
疹

症
候
群
と
い
い
、
妊
娠
の
早
い
時

期
ほ
ど
発
生
し
や
す
く
、
症
状
も

重
く
な
り
ま
す
。

　

妊
娠
24
週
ま
で
は
可
能
な
限
り

人
混
み
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
風
疹
に
感
染
し
た
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

風
疹
の
予
防
接
種
は
、
麻ま

疹し
ん

と

の
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
で
、

市
が
行
う
定
期
の
予
防
接
種
（
無

料
）
と
、
そ
れ
以
外
の
任
意
の
予

防
接
種
（
有
料
・
一
部
助
成
有
り
）

が
あ
り
ま
す
。

○
定
期
の
予
防
接
種
（
無
料
）

　

第
１
期
（
１
歳
児
）
と
第
２

期
（
平
成
26
年
４
月
に
小
学
校

入
学
予
定
の
子
）が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早

く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
任
意
の
予
防
接
種
（
有
料
・
一

　

部
助
成
有
り
）

　

次
に
該
当
す
る
人
で
、
予
防

接
種
を
２
回
受
け
て
い
な
い
人

は
、
医
療
機
関
で
の
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

・
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
、
そ
の

　
　

他
の
同
居
の
家
族

　

・
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女
性

　
（
特
に
、妊
娠
を
希
望
す
る
人
）

　

・
出
産
後
早
期
の
女
性（
授
乳

　

中
で
も
接
種
可
能
）

対
象
者　

妊
婦
健
診
の
風
疹
抗
体

検
査
で
陰
性
と
判
定
さ
れ
た
妊

婦
と
同
居
し
て
い
る
家
族
で
、

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
市
が
委
託
し
て
い

る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

に
限
る
）

助
成
額　

麻
疹
風
疹
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン　

５
０
０
０
円
（
２

分
の
１
相
当
額
）、
風
疹
単
独

ワ
ク
チ
ン　

３
０
０
０
円
（
２

分
の
１
相
当
額
）

手
続
き　

接
種
前
に
、
母
子
健
康

手
帳
・
印
鑑
を
健
康
長
寿
課

に
持
参
し
、
予
診
票
の
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

助
成
期
限　

平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で

問　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
１
３
）

医
療
費
と
児
童
扶
養

手
当
受
給
資
格
の

更
新
が
必
要
で
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

と
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
は
、

毎
年
更
新
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
更
新
の
受
付
窓

口
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
１
日
木
・
２
日
金

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

場
所　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

持
ち
物　

○
医
療
費
関
係

　

①
更
新
申
請
書（
後
日
郵
送
）

　

②
受
給
者
証（
紫
色
）

　

③
印
鑑

　

④
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー（
受

　

給
対
象
者
全
員
の
も
の
）

　

※
受
付
会
場
で
の
コ
ピ
ー　

　

不
可

○
児
童
扶
養
手
当
関
係

　

①
児
童
扶
養
手
当
証
書（
黄
色
）

　

②
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

　

③
児
童
扶
養
手
当
現
況
届　

　

④
そ
の
他
必
要
書
類

　

※
②
～
④
は
後
日
郵
送

問　

福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家

庭
係
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線

１
４
３
）

風
疹
（
三
日
は
し
か
）
と
は

妊
娠
中
の
人
は
特
に
注
意
を

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

子宮頸
けい

がんワクチン
接種の呼び掛けを中止

　子宮頸がん予防ワクチンの接種について、対象者
への個別通知をしばらくの間、見合わせることにな
りました。
　子宮頸がんは、ワクチン接種によって予防が可能
な場合があるため、これまで中学１年生から高校１
年生までの女子を対象に個別通知を行い、積極的な
接種を勧めてきました。ワクチン接種後に関節など
の持続した痛みを伴う場合があるため、６月14日か
ら対象者への個別通知を一時的に中止しています。
　接種を中止するものではないので、希望する人は
医師と相談の上、ワクチンの有効性やリスクを理解
した上で受けるようにしてください。
問　健康長寿課健康づくり係（☎66・6631内線113）
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用
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部
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成
し
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す
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もしもの備えを冷蔵庫に

救急医療情報キットとは
　万が一の急病時などに、救急隊が迅速に救急救命
措置ができるよう、緊急連絡先、かかりつけ医療機
関、服用している薬などの情報を入れた容器を、自
宅の冷蔵庫に保管しておくものです。
対象者
　・市や市社会福祉協議会に登録していない一人暮ら
　　し高齢者や高齢者のみの世帯
　・健康上の理由から配布が必要と思われる高齢者や
　　障害者などの世帯

配布方法
　・希望する人は、健康長寿課に申し込んでください。
　　その場でキットを配布します。申し込みは代理で
　　もできます
　・市や市社会福祉協議会に登録している75歳以上の
　　人は、民生委員・福祉委員・ケアマネージャーが
　　配布しています。新たに登録した人や平成26年３
　　月31日までに75歳になる人は、７月以降に配布し
　　ます
問　健康長寿課長寿係（☎66・6631内線133）

熱中症に注意しましょう

救急医療情報キットを配布
　市内に住む一人暮らしの高齢者や障害者などの安全・
安心のため、希望者に救急医療情報キットを無料で配布
します。

徘徊（はいかい）高齢者とその家族を支援
○徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク
事前登録　徘徊の恐れがある人を事前に登録する

と、行方が分からなくなったときに、協力機関
による情報収集などの支援を受けることができ
ます。万が一のとき、素早い対応が可能です

登録方法　最近撮影した本人の顔写真と、申請者
の印鑑を健康長寿課窓口に持参してください

利用方法　行方が分からなくなったら、まず警察
署と健康長寿課に連絡してください

○徘徊探知機（発信機）の貸与
　　認知症高齢者が徘徊したときの早期発見につな
　げるため、発信機を無料で貸与します。徘徊した
　場合、その人の位置情報を特定することができま
　す。位置情報の確認や現場への急行など、委託業
　者への依頼は自己負担が必要です。
介護予防の支援
○高齢者はり・きゅう・マッサージ療養費助成券の
交付

　　１年間に500円券を６枚交付します。
　対象者　70歳以上
申請方法　本人か同居の家族が、印鑑と本人の住

所・氏名・年齢の分かるもの（健康保険証など）
を健康長寿課に持参してください

問　健康長寿課長寿係（☎66・6631内線133）

高齢者支援制度の利用を
　暑い日が続くと、熱中症になる人が増えてきます。
熱中症は、症状が重くなると生命への危険が及ぶこ
ともあります。特に、高齢者や子どもは予防に心掛
け、体調の変化には十分に注意してください。
熱中症の症状
　　めまい、立ちくらみ、こむら返り、大量の発汗、
　吐き気、嘔吐、だるさなど。
　　重症の場合は意識を失うこともあります。
熱中症の予防策
　・のどが渇いていなくても、こまめに水分（水・
　　麦茶・イオン飲料など）を補給する
　→緑茶やコーヒーなどのカフェインを含む飲み物
　　やアルコール類は、利尿作用があるため避けま
　　しょう
　・扇風機やエアコンを上手に使って室温を調整す
　　る（適温は27～28度）
　→室内で熱中症にかかる人が増えています。節電
　　を意識するあまり、熱中症予防を忘れないよう
　　注意してください。すだれやカーテンを使った
　　直射日光の遮断や打ち水なども効果的です
　・体温調節が十分でない高齢者や子どもは、こま
　　めに体温を測る
　→高齢になると、のどの渇きを感じにくくなりま
　　す。乳幼児は、自分から訴えることができませ
　　ん。体調の変化に十分注意しましょう
問　健康長寿課健康づくり係（☎66・6631内線113）

おう と
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区 分 バリアフリー改修 省エネ改修 耐震改修

対象家屋

次のいずれかの人が居住している平
成19年１月１日以前に建てられた
住宅（賃貸住宅を除く）

・改修が完了した翌年の１月１日現
　在で65歳以上

・介護保険の要介護・要支援認定者

・身体障害者手帳所持者

平成20年１月１日以前に建てら
れた住宅（賃貸住宅を除く）

昭和57年１月１日以前に建てられ
た住宅

対象工事

・廊下の拡幅 　 ・階段のこう配緩和

・浴室、トイレの改良

・手すりの設置 　 ・屋内の段差解消
・出入口の戸の改良

・床の滑り止め化　など

・窓の断熱改修（必須工事）

・床、天井、壁の断熱改修
※改修部位が外気などと接する
　工事に限る

耐震基準に適合した工事

工事期間 平成28年３月31日まで 平成28年３月31日まで 平成27年12月31日まで

工 事 費 50万円以上
（補助金などを除いた自己負担額） 50万円以上 50万円以上

申告期間 改修工事後３カ月以内

軽 減 額 ３分の１を翌年度に限り軽減
（100平方㍍相当分が限度）

３分の１を翌年度に限り軽減
（120平方㍍相当分が限度）

２分の１を下記の期間軽減
　（120平方㍍相当分が限度）
・平成22年～24年までの改修

　工事完了の翌年度から２年度分
・平成25年～27年までの改修

　工事完了の翌年度分のみ

そ の 他 上記２つの軽減の併用は可能ですが、耐震改修軽減との併用はできま
せん

バリアフリー改修軽減、省エネ改
修軽減との併用はできません

　固定資産税は、毎年１月１日現在（課税の基準日）に所有している土地・家
屋・償却資産に課税されます。次の場合は、必ず市役所に届け出てください。
○建物の取り壊し　○未登記建物の新増築、売買、贈与など

住宅を新築する場合

建物の取り壊しや売買には必ず届出を

区 分 新築住宅 認定長期優良住宅(200年住宅）

対象家屋

・ 平成26年３月31日までに新築さ
　れた住宅

・延床面積が50平方㍍（戸建て以外
　の貸家住宅は40平方㍍）以上280
　平方㍍以下の住宅で居宅部分が
　２分の１以上

・認定された長期優良住宅建築等計
　画に基づき、平成26年３月31日
　までに新築された住宅

・ 延床面積が50平方㍍（戸建て以外
　の貸家住宅は40平方㍍）以上280
　平方㍍以下の住宅で居宅部分が２
　分の１以上

申告期間 新築した翌年の１月31日まで

軽 減 額

２分の１を翌年度から３年度分
（120平方㍍相当分が限度）
※３階建て以上の中高層耐火住宅
　は２分の１を翌年度から５年度分

２分の１を翌年度から５年度分
（120平方㍍相当分が限度）
※３階建て以上の中高層耐火住宅は
　２分の１を翌年度から７年度分

そ の 他 新築住宅軽減と認定長期優良住宅軽減の重複適用はできません

既存住宅を改修する場合

固
定
資
産
税
を
軽
減

住
宅
の
新
築
や
改
修

　

住
宅
の
新
築
や
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修
に
伴
い
、
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定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
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す
。
申
告
に
必
要
な
書
類
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詳
し
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問
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い
。
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）
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中小企業経営者の皆さんへ

　住基ネットの運用開始に伴い、外国人住民の住民
票に住民票コードが記載されます。７月８日以降、
その住民票コードを本人に通知しますので、大切に
保管してください。詳しくは、市ホームページでも
確認できます。
・住基ネットは、住民の皆さんの利便性向上を図る
　ため、居住関係を公証する住民基本台帳をネット
　ワーク化した全国共通の本人確認ができるシステ
　ムです
・住民票コードは、住基ネットで本人確認を行うの
　に必要な、全国共通の無作為による11桁の番号です
・住基ネットの運用が開始されると、在留カードや
　住基カードを提示することで、市外の自治体窓口
　でも住民票の写しの交付を受けることができます

・住基ネットの運用開始にあたり、外国人住民の人
　が手続きを行う必要はありません
・７月８日から外国人住民の人も市で住民基本台帳
　カード（住基カード）の交付を受けることができ
　るようになります
・住基カードは、セキュリティーに優れたＩＣカー
　ドで、「顔写真付き住基カード」は公的な身分証明
　書としても使えます
・住基カードに電子証明書を格納することで、イン
　ターネットで確定申告ができるようになります
・住基カードを利用した自動交付機での証明書発行
　には対応していません
問　市民生活課市民窓口係（☎66・1111内線452）

外国人住民の皆さんへ

７月８日から住民基本台帳ネットワーク
（住基ネット）の運用を開始

市の融資制度を改正しました

資　金　名 対　象　者 融資限度額 融資利率 助成内容 返済期間 担保保証人

経営向上
支援資金

経営革新・改善、
異業種進出資金

市内において１年以上同一事業
を営んでいる中小企業者で、経
営革新・事業改善計画または異
業種進出計画（大野商工会議所
の認定が必要）を策定した事業
所

■運転
　2000万円
■設備
　2000万円
■併用
　2000万円

県中小企業育
成資金（一般）
の利率と同率

利子補給
５年間

７年以内
（据置１年以内
を含む）

原則保証協会

労働環境改善・
環境設備整備資
金

市内において１年以上同一事業
を営んでいる中小企業者で、労
働環境改善計画・環境設備整備
改善計画（大野商工会議所の認
定が必要）を策定した事業所

■設備
　2000万円

利子補給
全額

10年以内
（据置１年以内
を含む）

　「大野市中小企業資金融資要綱」を改正し、６月１
日に施行しました。
　経営向上支援資金を利用する場合、これまでは市内
で２年以上、同一事業を営んでいる中小企業を対象に
していましたが、今回の改正で対象企業を、１年以上
同一事業を営んでいる中小企業に拡大しました。

　制度の詳細については、産業振興課、大野商工会議
所、市内金融機関に問い合わせてください。
問　産業振興課商工労働係（☎ 66・1111 内線 392）
　大野商工会議所　（☎ 66・1230）
　越前信用金庫、福井銀行、福邦銀行、北陸銀行
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ロッシーくんミルキーちゃん

ろくろし友
ゆ う

縁
え ん

地
ち

　１泊２日の交流イベント「ろくろし友縁地」を開催します。３回目を迎え
る今回もゲームやピザ作りなど、盛りだくさんの内容でお待ちしています。
日時　９月14日土午前10時～15日日午前11時30分
場所　奥越高原青少年自然の家
対象　市内在住か出身、勤務または本市に興味がある20歳～35歳の人
定員　70人（男女各35人。先着）
参加料　3000円（食事代、宿泊代込み）
申込方法　電話かファクス、電子メールで住所、氏名、生年月日、性別、職

業、電話番号を連絡する
申込期間　７月８日月～８月19日月
問　大野青年連絡会事務局（社会教育課青少年女性係）
　（☎65・5590　FAX66・2885）
　電子メール　syakai@city.fukui-ono.lg.jp

〜若者の皆さん　六呂師で交流しませんか〜

ろくろし友縁地イメージキャラクター

　阪谷でとれたそば粉を使ったそば打ち体験や野菜の
収穫体験、バーベキューができます。（要予約）
　そば処の営業（土、日、祝日のみ午前11時～午後２
時）や、地元の野菜・食材を使った加工品の販売もし
ています。
休館日　毎週水
問　スターランドさかだに（☎67・7250）

　バニラアイスクリームやフレッシュバター、カッ
テージチーズなど乳製品の加工体験やバーべキューが
できます。（要予約）
　レストランでは、奥越の牛乳で作ったソフトクリー
ムを販売しています。
休業日　毎週月
問　ミルク工房奥越前（☎67・1166）

スターランドさかだに

ミルク工房奥越前

阪谷地区での体験を満喫しよう
いよいよ夏休みシーズン到来

QRコード対応の携帯電話で
読み取ると、申し込みフォー
ムが開きます
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月　日 時  間 作　品

８月２日金

午前９時30分～ 「張込み」（1958年）

午後１時30分～ 「飢餓海峡」（1964年）

午後７時～ 「白い巨塔」（1966年）

　　３日土

午前９時30分～ 「飢餓海峡」（1964年）

午後２時～ 「白い巨塔」（1966年）

午後７時～ 「黒い画集」（1960年）

上映作品と上映時間

※故三国連太郎氏出演の「飢餓海峡」、テレビドラマ化され再び
　話題を集めた「白い巨塔」は２回ずつ上映します。お見逃し
　なく。

　文化会館では、近くで、安い料金で、良い作品
を鑑賞できるよう、映画上映会を開催しています。
　今年度の第１弾は「昭和ベストシネマ」と題し、
松本清張、山崎豊子、水上勉による社会派ミステ
リー小説を原作に、巨匠たちが作り上げた昭和の
名作を４本お届けします。モノクロで見るサスペ
ンス映画の迫力をお楽しみください。
日程　８月２日金・３日土
場所　文化会館（全席自由）
入場料　１回券　500円、４本共通券　800円
　※２本以上見る場合は、共通券を購入
チケット　文化会館、教育委員会、図書館、各公
　民館で販売中
問　文化課文化係（☎66・5410）

文化会館で映画を見よう

昭和ベストシネマ

　テーマは「いじめ」です。それぞれの思い、みんなの思いを
映像で伝えてみませんか。
応募資格　小学生・中学生・高校生と、それらの年齢に相当す
　る個人またはグループ
応募規定　ホームビデオで撮影した３分間の作品で未公開作品
　（詳しくは、募集要項で確認する）
応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、作品と一緒に教育総
　務課へ持参するか郵送（募集要項・応募用紙は市ホームペー
　ジから入手できる）
締切　８月31日土（必着）
その他　優秀作品は、アジア国際子ども映画祭本選大会（兵庫
　県南あわじ市）に出品する
問　教育総務課指導係（☎66・1111内線523）

ホームビデオ映像作品大募集
第７回アジア国際子ども映画祭　中部・北陸ブロック大会

昨年は、開成中学校科学技術部の
作品が本選大会で入賞
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